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新潟市就労準備支援事業委託業務に係る
企画提案書（表紙）


　新潟市就労準備支援事業委託業務に係る公募型プロポーザルについて，企画提案書を提出します。





年　　月　　日



提案者名　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡担当者
　所属
　氏名
　TEL
　FAX
　E-mail
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欄が不足する場合は、各欄を広げて記載してください。
9

	〇 事業の実施方針等に関する事項

	【生活困窮者支援の考え方と事業の実施方針】
· 現在の社会情勢等とそれに対する課題を踏まえた上で、業務仕様書及び市実施要領に基づき、生活困窮者に対する相談支援事業の実施に当たっての基本的な考え方について記載してください。


	〇 事業の実施体制に関する事項

	【担当職員の経歴】

	【研修計画】
· 職員の研修計画を記載してください。

	【類似業務の実績】
· 本事業を実施する法人における類似した業務の実績を記載してください。


	【個人情報の保護】
· 個人情報の適切な取扱いを確保するために講じる措置について記載してください。また、対象者及びその親族等から寄せられた苦情に対して解決方法、処理体制についても記載してください。


	〇 事業の実施計画に関する事項

	【事業内容】
· 日常生活自立・社会生活自立・就労自立に関する支援について、具体的な支援内容を記載してください。
· 支援内容に農業体験がある場合は、その内容についても含めてご記載ください。

(日常生活自立に関する支援)









(社会生活自立に関する支援)








(就労自立に関する支援)





	【支援プログラムに基づく支援の実施】
· 次の支援対象者について、どのような支援を実施していくかについて記載してください。
· 拠点地域外へのアウトリーチ活動についての考えも含めて、記載してください。

○支援対象者「Ａ」
年　　齢：48歳
家族構成：両親（共に72歳）と一軒家（持家、事業所の隣の区）で３人暮らし
職　　歴：調理の専門学校を卒業後、20歳でレストランに調理師として就職。
不規則な勤務時間と職場の人間関係の悩みから、不眠症を発症し３年で退職（28歳時）し、以後無職。
病　　歴：退職時は不眠症だったが、受診していない。退職後も、ストレッサーから離れたことから自然に生活リズムが整うだろうと考え受診せず、以降、風邪等による受診のみ。
申請経緯：退職後しばらくは、実家住まいで生活の心配がないことから、就職時の貯金を小遣いにしながら生活。眠くなったときに眠る生活をしているうちに昼夜逆転の生活リズムになる。
　　　　　退職から２年経過したころ（30歳）、両親から就労を促され、就職活動を行うが、前職の経験から、畑違いの業種（ＩＴ、経理事務などのデスクワーク）に応募するが、採用に至らず。昼夜逆転の生活リズムが就職活動に際し負担となっていたこともあり、自己肯定感が低下。次第に無気力になり自宅に引きこもるようになる。
　　　　　両親が共働き（日勤）であり生活費には困らなかったこと、Ａと活動時間が合わなかったこと等から、ずるずると引きこもり状態が定着し現在に至る。
　　　　　両親は退職後もアルバイトなどで生計を支えてきたが、高齢となり就労維持が難しくなり、市の生活保護担当課に相談。生活保護の基準よりも多い預貯金があったため、Ａへの支援として就労準備支援事業を紹介された。
本人の希望：（本人への面談で聴取したものとして扱う）このままではいけないとわかっているが、人間関係を作ることに苦手意識があり、調理や接客などの人と関わる内容の仕事はしたくない。一人で黙々と進め、人と関わることがない仕事がいい。今回、両親が相談に行ったことをきっかけに就職活動をしようと思い、履歴書を書いてみようとしたが、経歴の空白期間の長さに自信がなくなった。こんな自分を雇ってくれる会社があるんだろうか。



	【関係機関との連携】
· 利用者の送り手である自立相談支援機関や福祉事務所、その他関係機関とどのように連携を確保していくかについて記載してください。
· 市内全域で支援が可能となるために、地域の社会資源にどのように働きかけ、ネットワークを構築していくかを記載してください。
（実際に連携している団体等を示しながら記載してください。）

	【協力事業所（就労体験先）の開拓】
· 支援対象者のニーズに合わせた支援メニューを提供するという観点から、協力事業所の開拓方法について、記載してください。


	〇 事業の収支計画に関する事項

	【経費の明細及び積算の内訳】
· 別紙による提出可






